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 レインボーカラー
の｢行進グッズ｣でデ
コレーションし行進
する酒徳溢子さん(右)
は大阪、一木さき子さ
ん(左)は静岡の生協か
ら参加しました。平和
大好きという二人、
「昨年のフクシマ原
発の事故のせいか、沿
道の反応がすごい！」
と話し、｢核兵器はい
らない、広島・長崎・
フクシマをくりかえ
すな｣と訴えながら元
気に歩いています。 

県内行進７日目〔東京から７８日目〕
の７月２２日は、倉敷市役所から水島
を経由し船穂支所まで行進しました。 
午前中は倉敷市役所~水島支所まで

のコースに８０人が参加して熱い風の
中元気よく「核兵器なくせ」「原発なく
せ」「被爆者援護・連帯を」のシュプレ
ヒコールの声を響かせながら行進しま
した。午後の出発直後、健寿協同病院
前で歓迎集会が行なわれました。約100

人の入所者、利用者、職員が出迎えてくださり、入所者・
利用者の皆さんが１年間かけて作った折り鶴３万羽を全
国・県内通し行進者に手渡しました。 
通し行進者を代表し、山口逸郎さんが「今日はたくさ

んのお出迎えありがとうございます。私は８０歳です。
東京から元気に歩いています。皆さんもどうぞお体に気
をつけ長生きしてください」と入所者の皆さんを励ます
場面もありました。 
午後の行進には１００名が参加、連島公民館では新婦

人水島支部の皆さんが冷たいトマトやきゅうり、麦茶で
激励してくださいました。５４年前第１回行進で県内通
しをした柚木進子さんのお家の前ではミニ学習をしまし
た。(上・霞橋を渡る行進団、左・健寿協同病院前で入所者から折り鶴をい

ただく竹田さん、右・新婦人水島支部のみなさん、７月２２日) 

平和行進等でお寄せいただいたペナントは、世界大会会場に飾ります。
県原水協事務局に７月末までにお送りいただくと東京におくります。 
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